
今から始める！花粉症マネジメント２月

東京都内における2026年春のスギ・ヒノキ花粉の飛散開始日は
2月10日～12日頃と予測されています。
また、飛散花粉総数は、昨春の1.4倍程度、例年（過去10年平
均）の1.1倍となる見込みです。

ただし、花粉症を起こす植物は上記のようにたくさんあり、
一年を通して花粉症になる可能性があります。

花粉症は、鼻づまりや睡眠不足による集中力・パフォーマン
ス低下（プレゼンティーズム）を引き起こします。

また、花粉症がもたらす経済損失は、1日約2,200億円以上
（2020年算出）もの莫大な経済損失をもたらすとされていま
す。
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■2026年 春の飛散花粉予測■

■花粉症がもたらす損失■

労働力低下、医療費、外出控えによる個人消費減少など、
その損失は年間数兆円規模に達し、仕事や学業に甚大な
影響を与えています。
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鼻閉と、くしゃみや鼻水の状態で判定しています。

鼻水や鼻づまりなどの症状を抑える「対症療法」と、
花粉症そのものを完全に治すための「根治療法」があります。

■花粉症の重症度■

■花粉症の治療■

■花粉症とは■

花粉症の症状…鼻や目などに症状が起こります。

【鼻】 鼻水、鼻づまり、くしゃみなど
【目】目のかゆみ、充血、 目がゴロゴロする、涙が出る、目やになど
【皮膚】皮膚のかゆみ、ざらつき、肌荒れなど
【その他】微熱、頭痛、だるさ、咳、のどのかゆみ・痛みなど

植物の花粉が目や鼻の粘膜に接触することで引き起こされる
アレルギー反応のことです。



鼻や目に花粉をつけないことが症状の軽減につながります。
通常のマスクやメガネの着用だけでも、花粉を50％前後減らす
ことができます。

～産業保健スタッフより～
花粉症の人は、飛散時期は生活がとても大変になります。花粉症でな
い方も、ご自身の健康状態の維持向上だけでなく、予防や対策を行い、
皆で花粉症を乗り越えていきましょう。

また、花粉症の人のうち
10％の人が、花粉症の抗原
と似ている食べ物を接種す
ると、口やのどがかゆくな
るため(花粉-食物アレル
ギー症候群といいいます)、
注意が必要です。

■花粉症対策■ 普段の生活では、粘膜を傷つけるタバコは避け、規則正しい生活やバラン
スのとれた食事をとりましょう。また、以下のことに気をつけて過ごすと
よいでしょう。
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